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日本漢方協会総合講座を受講して 

 

会員 齋藤せい子 

 

[漢方の基礎理論～三陰三陽～] 病態を四診や八綱分析などの六経弁証に基いて六種に分類する三陰三

陽・六病位は、鍼灸の六経絡と同じ用語を使ったところに何か訳があったのでしょうか。それぞれの病

位の主な症状、治法、薬味、薬方が傷寒論には条文に簡潔に記されている。六病位の判断は即治療に結

び付く。これは長年多くの病人を診て実績のあった、磨き上げてきた約束なのだろう。病位は移ってい

くし条文通りには行かないこともあって苦心される所なのだろうと思う。誤治の症状を想定した方剤が

あるのは心強い。 

病位ごとの総括表は見やすく、大変便利でありがたいです。 

［気剤の生薬：厚朴・蘇葉］について、いろいろな出典を通して説明をいただきました 

［半夏配合漢方］は、嘔吐など、突然の体調不良の際に助かる処方との印象があり、認知度が高く関心

を引く処方です。一般用漢方処方 294中 63（21.4％）また北里処方集には 59処方が掲載されているとの

ことで、想像以上の多さです。≪半夏≫は虫やカビは付きにくく六陳の一つであることも認識しました。 

≪半夏≫は痰飲の嘔吐を主治するなりとありますが、他に加える生薬によって、範囲の広 

い症状（宿飲、反胃、咳嗽、しゃっくり、げっぷ、咽中違和感、意識障害、不安感、気鬱 

、ひどい吐き下しなどなど）に対処する頼りになる処方だと思いました。見た目に効果の 

見える、実証的な処方が多いように思えます。効き目が早いのが特徴でしょうか。 

｛薬理作用から見た漢方薬の薬効機序｝の講義では、現代医学との接点をもつにはエピデ 

ンスが求められ、そのための、作用機序の解明や臨床効果の検証実験はご苦労があると思いました。 

最近、複雑な疾患、西洋医学では対応が難しい病気、小児・高齢者の疾患治療、、現代医学の相補的医療

に漢方薬への期待が寄せられているとのこと。専門化された医療は複雑化しそれを解消するには、元来

の生体のシステム全体（免疫系、造血系、内分泌系、神経系）やホメオステーシス、自然治癒力を大切

にする漢方に、目が向けられた所以のようです。 

2025年には認知症患者約 700万人（65歳以上の 5人に１人）という推定の中で、最後の朗報は《加味温

胆湯》の脳機能改善作用の紹介でした。頼みの綱になりそうです 

講師の先生方、同好の士の皆様いつもありがとうございます。 
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§賛助会員のページ(ツムラ)§ 

【商品のご紹介】  

 

2023 年 1 月 15 日_日漢協漢方講座にてサンプルを配布させていただきます。 

詳細のお問合せ及び商談は以下までご連絡お願い致します。 

  株式会社ツムラ ヘルスケア本部事業企画部 担当_松木道子   matsuki_michiko@mail.tsumura.co.jp 
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